
 

           新技術調査表（１） 登録番号 2025012 

名  称 NEac 工法（ネアック工法）+ ウレタン注入材 Q-set 作成年月日 2025年11月5日 

更新年月日 年 月 日 

 副  題 柱脚部防食技術  開発年月日   2020年5月 

 
 
 分  野 

①共 通 ２道 路 
３公 園 ４河 川 
５海 岸 ６砂 防 
７その他 

区 
 
分 

１材 料 
②工 法 
３製 品 
４機 械 
５その他 

大 分 類 特  記  項  目 

保全・補修 内・外部腐食同時対策、軽量、省施工 

開 
発 
者 
等 

開
発
会
社 

会社等名 小泉製麻株式会社 担当部署 企画部 

担当者名 大西 郁 ＴＥＬ 078-841-4141 

提
案
会
社
兼
問
い
合
せ
先 

会社等名 小泉製麻株式会社 担当部署 国土環境事業部 

担当者名 大澄 柊志 〒 

 

162-0842 ＴＥＬ 03-5227-5325 

住  所 

 

東京都新宿区市谷砂土原町２―７―１５ ＦＡＸ 03-5227-5328 
 

 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.koizumiseima.co.jp/ e-mail s.osumi@koizumi-jm.jp 

 
 【概 要】 
本技術は、鋼管柱基部の外側と内側の両方の腐食を同時に抑制し、強度保持と長寿命化を図る防食・補強技
術である。 
外側には、高強度ポリエステル不織布に高弾性エポキシ樹脂を含浸させたNEac工法を用いる。不織布を柱の
形に合わせて温風等で柔らかくしながら密着させ（熱
成形）、その後樹脂を固めることで、「柱の形にピッ
タリ沿う一体型の防食カバー」を現場で形成する。こ
れにより、凹凸がある柱でも隙間ができにくく、ひび
割れ・剥離を防ぎ、長期的に腐食を抑える。 
内側には、発泡ウレタン注入材Q-setを用いて柱内部
の空隙を埋め、内部腐食の進行を抑制するとともに、
柱基部の強度を補強する。 
いずれも重機や特殊工具を必要とせず、短時間・省人
施工が可能で、既設鋼管柱の延命と維持管理コスト削
減に貢献する。 
 
 【特 徴】 

１．外部・内部の両面防食による長期耐久性の向上 
２．熱成形の高密着性による剥離・再劣化リスクの低減 
３．軽量・省施工による現場負担＆コスト低減 
４. 長寿命化によるLCC（ライフサイクルコスト）低減 
 
 

 

様式－３ 

＜図表１＞技術概要 

＜図表２＞NEac 工法 仕様 

＜図表３＞NEac 工法 物性値 



新技術調査表（２） 
 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

① 安全・安心  ②環 境 ３ゆとりと福祉  ④コスト縮減・生産性の向上 
 ５公共工事の品質確保・向上 ６リサイクル ７景 観 

 自由記入  

開発目標 
（選 択） 

① 省人化 ②省力化 ③作業効率向上 ④施工精度向上 ⑤耐久性向上 ⑥安全性向上 
 ７作業環境の向上 ８周辺環境への影響抑制 ⑨地球環境への影響抑制 
 ⑩省資源・省エネルギー 11. 出来ばえの向上 12. リサイクル性向上 13. その他 

従 

来 

技 

術 

と 

の 

比 

較 

 従来技術の材料名・工法名：防錆塗装 
 １ 工 程【１短縮（  ％）②同程度 ３増加（  ％）】（           ） 
 ２ 省 人 化【１向上（  ％）２同程度 ③低下（-129％）】（ 施工工程が複層的  ） 
 ３ 経 済 性【１向上（  ％）２同程度 ③低下（-382％）】（塗料価格差で不利となる） 
 ４ 施工管理【①向 上    ２同程度 ３低下          】（従来比＋４～５年耐候性） 
 ５ 安 全 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ６ 施 工 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ７ 環 境【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ８ 汎 用 性【１向 上    ②同程度 ３低下          】（           ） 
 ９ 品 質【①向 上    ２同程度 ３低下          】（ 長期耐久性がある  ） 
 10  そ の 他（技能依存度が低く、特別な資格を要しない・従来塗装：約2年周期 → NEac：約7年持続 ） 

 【歩掛り表】  標準 ・ 暫定 
 
 【施工単価等】施工対象：新設の標識柱Φ318.5㎜の柱脚部 10基 
 【施工上・使用上の留意点】 
・事前に対象柱の腐食状況を確認し、貫通孔・基部欠損が生じている場合は補修方法を検討する 
・内部空隙の状態を確認し、土砂堆積がある場合は除去を実施する 
・施工面の油分・汚れ・錆を適切に処理した上で、樹脂含浸および熱成形を行う 
 
【建設局事業への適用性】 
・道路照明柱・標識柱・案内サイン柱・港湾施設フェンス柱等、多様な鋼構造柱基部の長寿命化に適用可能 
・既設ストック資産の延命および”予防保全型管理”に適合し、維持管理コストの削減に寄与する 

 



新技術調査表（３） 
 
特徴①：外部＋内部腐食を同時に抑制し長寿命化 
従来工法では、塗装、テープ巻き、根巻きコンクリート、モルタル充填等により、主として外部腐食に
対する対策が行われてきた。しかし、外側を覆っても内部空隙から水分が侵入し内部腐食が進行する事
例が多く、結果として柱脚破断リスクを完全には抑制できない。 
また、内部対策としてモルタルを充填した場合、重量増による構造負担や、狭隘部での施工性不足・充
填ムラが課題となる。 
さらに、腐食部の補強に炭素繊維シート（CFRP）
を用いる例も見られるが、CFRPは構造補強を主
目的とした材料であり、防食性能は限定的であ
る。その特性上、基面状態の影響を受けやすく、
凹凸や溶接段差部に追従しにくいため、剥離や
隙間発生により、防食層として長期的な密着を
維持することは困難である。このように従来工
法は、外部防食に偏り、内部腐食の進行に対応
できないこと、および長期耐久性と施工性に課
題があることから、鋼管柱基部の長期的な安全
性確保には十分とは言えない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特徴②：熱成形の高密着性による剥離・再劣化リスクの低減 
従来の塗装、防食テープ、モルタルやコンクリート被覆、炭素繊維シート（CFRP）などの工法では、 
鋼管柱基部に存在する溶接段差や曲面、凹凸部に密着しにくく、施工後の隙間が腐食再発の起点となる
場合がある。特に硬質材料や塗膜工法では、温度変化・振動・地盤変動等の環境変化に追従しづらく、 
剥離やひび割れが生じ、再劣化につながるリスクが指摘されている。 
本技術（NEac工法）は、高強度不織布をヒーティングガンにより柔軟化し、鋼管の形状に沿わせて隙間
なく密着成形したうえで、高弾性エポキシ樹脂を含浸させることで、柱脚部の複雑形状に追従した一体
型の防食層を形成する。施工後の膜厚はt=3〜4mm
程度であり、通常の塗装に比べ厚みのある防食層
を形成できるため、外部からの衝撃や風雨・紫外
線等の環境条件に対しても高い耐候性・耐久性を
発揮する。 
また、硬化後も適度な柔軟性を保持するため、微
振動や温度変化による動きに追従し、剥離を抑制
する。これにより、従来工法で課題となっていた
剥離の発生および腐食再進行リスクを大幅に低
減し、長期にわたり防食性能を維持することが可
能となる。  
 
 

 

＜図表６＞不織布 熱成形の様子 

＜図表５＞NEac 工法 + Q-set 実例写真 

＜図表４＞実際の施工例 

＜図表７＞NEac 工法 仕組み 



新技術調査表（４） 
 
特徴③：軽量・省施工による現場負担＆コスト低減 
従来工法では、根巻きコンクリートやモルタル充填など重量物を扱う施工が多く、材料運搬・練り混ぜ・
型枠設置・養生等、多工程かつ負荷の高い作業が必要である。そのため、狭隘部や交通規制下では施工
性が低く、さらに充填後の重量増により支柱に余計な構造負担が生じる可能性もある。 
本技術では、内部充填材に軽量な発泡ウレタン（Q-set）を用い、袋内混合後に注入するだけの短工程・
省人施工を実現している。また、外部補修についても、
ローラー等の軽機材のみで施工可能であり、重機を必
要とせず、狭隘空間や交通規制下でも効率的に施工で
きる。 
これらにより、施工時間の短縮、必要人員の削減、材
料運搬負担の軽減が図られ、結果として現場負担の低
減および施工コストの削減、ならびに交通影響の最小
化につながる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
特徴④：長寿命化による維持管理費（LCC）の低減 
従来の塗装による防食は、外観上は容易に施工できる一方で、早期に剥離が生じる場合がある。実運用
では、2年程度の周期で再塗装を要するケースもあり、補修頻度が高くなることで材料費・労務費・交
通規制費が累積しやすい。炭素繊維シート（CFRP）についても、補強性能は高いものの、形状追従性に
乏しい硬質素材であるため、基部への微振動や温度変化により微細なクラックが発生し、そこから腐食
因子が侵入するリスクが指摘されている。結果として、長期的な防食用途には必ずしも適合しない。 
一方、本技術は、高密着性の防食層と内部充
填による腐食抑制機能により、再補修周期を
大幅に延伸することができる。表面トップコ
ートは経年で劣化するものの、実績ベースで
約7年程度は性能を維持しており、仮に補修が
必要となっても、基層は健全な状態を保持で
きるため再施工の手間が小さい。 
このように、本技術は補修頻度の低減・交通
影響の縮減・維持管理費の抑制に寄与し、維
持管理における長期的なライフサイクルコス
ト（LCC）の低減効果が期待できる。 
 

 

 

＜図表８＞防食施工での位置づけ 

＜図表 10＞Q-set 施工手順 ＜図表９＞NEac 工法 施工手順 

＜図表 11＞奈良県鉄道事業者 鋼管柱（高架）実例 

＜図表 12＞ 維持管理における LCC（ライフサイクルコスト）低減について 
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実績 

件数 

  東 京 都：０件 

  国 土 交 通 省：４件 

  その他公共機関：２１ 件 

  民 間：１１件 

東
京
都 

（
内
訳
） 

  建 設 局：０件 

  都市整備局：０件 

  港 湾 局：０件 

水 道 局：０件 

下水道局：０件 

交 通 局：０件 

 特  許    ①有り   ２出願中   ３出願予定   ４無し  （番号： 特許第6717504号    ） 

 実用新案    １有り   ２出願中   ３出願予定   ④無し  （番号：                        ） 

評
価
・
証
明 

 １技術審査（番号：         ） ２民間開発建設技術（番号：       ） 

   ・証明年月日（          ）  ・証明年月日  （          ） 

                      ・証明機関   （          ） 

 ３新技術情報提供システム[NETIS]        ４その他（国交省 新たな道路照明に関する技術公募「有望な技術」評価） 

 （番号：KK-200010-A 登録年月日：2020年5月12日）（東京都 平成28年度 先進的防災技術実用化支援事業 採択    ） 

【評価等の内容】・国土交通省 新たな道路照明に関する技術公募「有望な技術」評価 

 ・東京都 平成28年度 先進的防災技術実用化支援事業 採択・福岡新技術・新工法ライブラリー 登録 

 局 名 事 務 所 名 工 事 件 名 施工期間 CORINS 登録 № 

都
実
績 

     

 発    注  者 工 事 件 名 施工期間 CORINS 登録 № 

他
実
績 

・NEXCOメンテナンス山形管理
事務所 

・宮崎市役所 
・西日本旅客鉄道株式会社 
・静岡県袋井土木事務所 
・近畿鉄道株式会社 
・出雲市役所 
・長野県 
 
・前橋市役所 公園管理事務所 
・国土交通省 中部地方整備局
 飯田国道事務所 
・福岡県土整備事務所 
 
・山梨県北杜市役所 
・福島県郡山市役所 
・国土交通省 関東地方整備局
 横浜国道事務所 
・内閣府沖縄総合事務局 
・江ノ島電鉄株式会社 
・飯田国道事務所 
・東北地方整備局 

鳴子維持出張所 
・出雲市役所 道路河川維持課 
 
・岡山県美作県民局 
・長野市役所 
・山形県 
 
・ネクスコ・メンテナンス関東
 宇都宮事業所 
・横浜国道神奈川出張所 
 
・国土交通省 中国地整 

松江国道事務所 

山形道 古谷PA上り 四阿支柱 
 
観音寺池車道上ガードレール支柱 
高架の鋼管柱 
福田漁港内ガードレール支柱 
駅周辺 鋼管柱基脚部 
出雲市内垂水橋コンクリパイル柱 
鹿教湯温泉前の沢橋高欄撤去後の 
支柱跡カバー 
敷島公園 休憩所支柱 
荒谷地区第2新谷橋ガードレール支柱 
 
県内国道沿い 
道路標識片持式F1010型支柱2基 
三分一湧水公園内支柱防食工事 
郡山市ガードレール支柱 本施工 
R2横浜国道事務所管内CCTV設備 
新設他工事 
令和3年度北部国道照明灯維持工事 
江ノ島電鉄㈱ 立入防止柵 
飯田国道 第2新谷橋 
新設オプトマーカー支柱 
 
大津一の谷天神線道路照明灯ポール
修繕 
単県 道路工事（厨橋 再塗装工） 
大座法師池西高線防護柵修繕工事 
尾花沢関山線外交通安全施設設置工
事 
宇都宮管内道路保全工事業務 
 
R6～8横浜国道神奈川出張所維持管理
工事 
令和6年度松江維持出張所管内保守工
事 

2017/11 
 
2018/11 
2019/2 
2019/4 
2019/4 
2020/3 
2020/7 
 
2020/10 
2020/12 
 
2021/8 
 
2021/9 
2021/10 
2022/2 
 
2022/2 
2022/3 
2022/10 
2022/11 
 
2023/9 
 
2024/2 
2024/2 
2024/4 
 
2024/6 
 
2024/4 
 
2025/7 

すべて不明 


